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メールマガジン（月2回配信）

国連WFPは、飢餓をゼロにすることを使命に
活動する国連唯一の食料支援機関です。自然災害
や紛争の被災者、妊婦や授乳中の母親、栄養不良
の子ども、遺児、病人、老人など最も貧しい暮ら
しを余儀なくされている人を対象に、88カ国で
9,170万人（2019年）に食料を提供しています。

国連WFP協会は、国連WFPの公式支援窓口で、
募金活動、企業・団体との協力関係の推進、およ
び広報活動を行い、日本における支援の輪を広げ
ています。

国連WFPとは

平素より国連WFPの活動に温かいご協力を賜
り、大変ありがとうございます。新型コロナウイ
ルスの影響により世界中の学校が閉鎖される中、
国連WFPは子どもたちに持ち帰り用の食料を配り
支援を続けています。学校が再開した時に子ども
たちが学校に戻れるよう、継続した支援を続ける
ことは非常に大切です。皆さまからの温かいご支
援が子どもたちの命を救い、未来への希望となり
ます。引き続きご支援を賜れますよう、よろしく
お願いいたします。

皆さまへのメッセージ

国連WFPの学校給食支援

最新
情報 www.twitter.com/wfp_jp

www.facebook.com/wfp.jp

HPトップページ末尾のバナーよりご登録ください

https://ja.wfp.org/

この度は KURADASHI を通して、国連WFPの学校給食支援に対して
ご支援を下さり、誠にありがとうございます。

※ 子ども1人につき、1日およそ30円で、栄養たっぷりの給食を届けることができます。

KURADASHI の会員の皆様へ

【今回いただいたご寄付】
459,236円（2021年1月29日）

約15,308人の子どもに1日分の給食を届けることができます。

世界には、一日に一度の食事すら満足に食べることができず、空腹の
まま学校に通う子どもがいます。現在は、新型コロナウィルスの影響で
休校が続き、子どもたちの更なる栄養不足が懸念されています。

国連WFPは過去50年以上にわたり、途上国の子どもたちの健全な成長
を促し、教育の機会を広げるための学校給食を提供してきました。また、
休校中の子どもたちへ持ち帰り食料を配布したり、食料を買うための現
金を支給するなどして餓えに陥ることがないよう支援をしています。
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世界の子どもたちの今

出典：UNESCO、WFP

学校が閉鎖されているウガンダ。持ち帰り
用の給食を配る際に子どもたちにワクチン
を接種したり、マラリア感染の検査も行っ
ています。

http://ja.bmetrack.com/c/l?u=5114C7E&e=7236CE&c=669B0&t=0&l=15C5C4FC&email=JfDkA2z9ZxVgv%2BA0vtTPjYbyzHNB5Rcr
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